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2014年6月吉日
報道関係各位
一般社団法人　長岡青年会議所

理事長　佐　田　直　人
	灯籠流しを通じて恒久平和の願いを繋ぐ
第31回柿川灯籠流し

～未来へ繋ぐ、慰霊の灯～


　

一般社団法人長岡青年会議所では、昭和59年より30年間に亘り、柿川灯籠流し参加者へ戦災殉難者に対する慰霊の想いと恒久平和への願いを持って灯籠を流していただける事を目的とし、柿川灯籠流しを執り行ってまいりました。戦後70年を翌年に控えた今年は、現在わかっている長岡空襲殉難者の人数である1,484個の灯籠を参加者に流していただき、恒久平和を願うためにそれぞれが何をすればいいのか考えるきっかけとすることを目的とします。また、長岡空襲のあった時間である午後10時30分には長岡青年会議所メンバーで灯籠を流します。報道関係の皆様におかれましては事業の趣旨をご理解頂き、取材のお願いをさせていただきたく、ご案内申し上げます。

尚、本事業は小中学校にて行う平和学習、柿川事前清掃、柿川灯籠流しの流れで構築しています。一連を通しての密着取材も喜んで承ります。
	要項


日    時：2014年8月1日（金）　19：00～20：30
場    所：柿川（一之橋から追廻橋の周辺）

住    所：新潟県長岡市旭町2丁目、南町1丁目、柏町2丁目

参 加 費：無料
内    容：本事業詳細、及び当日スケジュールは別紙をご参照下さい。
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	本件に関するお問い合わせ先　
一般社団法人長岡青年会議所　灯籠委員会

〒940-1151　新潟県長岡市三和3丁目123-15 

TEL(0258)34-0069　FAX(0258)34-0395
E-mail: info@nagaoka-jc.or.jp  HP: http://nagaoka-jc.or.jp/

担当チーフ：大関　雅人　携帯番号：080-3682-7237

担当幹事　：大宮　丈範　携帯番号：090-6680-0835





～ 未来へ繋ぐ、慰霊の灯～

日時：平成26年　8月1日（金曜日）午後7時より

会場：柿川一之橋（旭町）～追廻橋（柏町）

8月1日のスケジュール

17：00～18：30　　アオーレ長岡にて灯籠流しのPR
17：00～20：00　　柿川会場での灯籠の引渡し

19：00～19：30　 第31回柿川灯籠流しセレモニー

（黙祷、長岡青年会議所理事長挨拶、市長挨拶、戦災殉難者遺族会代表挨拶、シンボル灯籠献灯）

19：30～20：30　　灯籠流し（東部保育園児・西部保育園児・市民の皆様）

柿川灯籠流しの背景と経緯

昭和20年8月1日午後10時30分、新潟県内で唯一、長岡はアメリカ軍によって大規模な空襲を受けました。長岡の空を覆い尽くすＢ29爆撃機125機の編隊が、16万3千発（925㌧）にも及ぶ焼夷爆撃弾を投下し、長岡市は（旧長岡市）市街地の約80％が焼け野原となり、分かっているだけでも1,484名の尊い命が失われました。　

特に被害の多かったのは、防空壕のあった平潟神社（表町）と神明神社（柳原町）の境内、そして立ちこめる炎から逃れようと人々が飛び込んだ柿川でした。亡くなった方々は、善行寺（本町）の境内で荼毘に付され、身寄りの判明しない御遺体は昌福寺（四郎丸）に埋葬されました。

　翌年から8月1日に、戦災殉難者の慰霊を目的として、信濃川で灯籠流しが始められましたが、灯籠回収が困難な事と川の汚染が懸念された事から、惜しまれながら昭和46年を最後に中止されました。その後、昭和59年に長岡市議会が県内初の「非核平和都市宣言」を可決した事に伴い、一般社団法人 長岡青年会議所の呼び掛けと復活を望む多くの市民からの御協力によって、会場を柿川に移して再開されました。

そして、今年で第31回目を迎える事となりました。

別　　紙
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